
d
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早
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
桜
花
爛
漫
、
木
蓮

の
真
っ
白
な
花
も
咲
き
誇
っ

て
い
ま
す
。
令
和
五
年
度
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
始
ま
り

ま
し
た
。 

 

申

し
遅
れ
ま
し
た
が
、
四

月
一
日
よ
り
館
長
を
拝
命

し
た
山
田
和
男
で
ご
ざ
い
ま

す
。
髙
橋
大
吉
前
館
長
の
十

一
年
間
の
実
績
を
引
き
継

ぎ
、
南
陽
市
や
漆
山
地
区
に

「
恩
返
し
」
を
す
る
気
持
ち
で
、

誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
指
導
・
ご
支

援
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ 

           

 う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
主
事
の
島
津
智
子

が
退
任
し
、
新
た
に
濱
谷
小

粋
を
迎
え
ま
し
た
。
職
員
四

名
で
力
を
合
せ
て
運
営
し
て

参
り
ま
す
。 

さ
て
、
南
陽
市
「
夕
鶴
の

里
」
は
、
平
成
五
年
の
開
館

以
来
、
民
話
を
中
心
と
す
る

民
俗
文
化
の
継
承
を
重
要

な
テ
ー
マ
と
し
、
見

る
・
聴

く
・
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

幅
広
い
年
齢
層
の
豊
か
な
心

を
養
い
、
生
涯
学
習
と
し
て

の
定
着
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
事
業
展
開
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。
今
後
と
も

南
陽
市
「
夕
鶴
の
里
」
が
よ
り

多
く
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
親

し
ま
れ
ま
す
よ
う
職
員
・
関

係
者
一
同
一
丸
と
な
っ
て
努

め
て
参
る
所
存
で
す
。
こ
れ

ま
で
同
様
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新

館
長
と
し
て
南
陽
市
「
夕
鶴

の
里
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
（
基
本
的

な
方
向
性
）
を
『
民
話 

 
 

民
輪
』
と
掲
げ
ま
し
た
。
即

ち
、
民
話
で
人
々
が
集
い
、

輪
に
な
る
と
い
う
意
味
で
す
。

そ
ん
な
南
陽
市
「
夕
鶴
の
里
」

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。 

 

夕
鶴
の
里
館
長 山

田
和
男 

             

                                        

 

語り部養成講座受講生募集 
◆日時   ６月３日（土）午後１時３０分～開講式  

      ６月１７日（土）、７月１日（土）、７月２２日（土）  

午後１時３０分～３時（全４回）  

◆場所   夕鶴の里  

◆対象   民話・語りに興味のある方  

◆内容   大人の部と子どもの部に分かれて民話を語る練習をします。  

      ７月２２日（土）の閉講式には、夕鶴の里の舞台で語ります！  

◆参加料   無料  

◆締め切り ５月２６日（金）  

◆申込・問合せ 夕鶴の里（☎４７－５８００）  

 



200 人目のお客様へ記念に折り紙の連鶴

を贈呈しました。  

～
令
和
五
年
度 

主
な
事
業
日
程
～ 

 
◆
夕
鶴
の
里
友
の
会
総
会 

四
月
十
六
日
（
日
） 

 

◆
第
二
十
三
回 

「
語
り
部
養
成
講
座
」 

 

六
月 

三 

日(
土
）
～ 

七
月
二
十
二
日
（
土
）
全
４
回
。 

               

◆
夕
鶴
の
里
友
の
会
研
修
旅
行 

 

五
月
二
十
七
日
（
土
） 

 

◆
第
十
一
回 

「
お
き
た
ま
語
り 

 
 

 
 

 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

 

六
月
十
八
日
（
日
） 

 
 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 
 

 
 

 

◆
語
り
部
養
成
講
座
講
演
会 

七
月
九
日
（
日
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

◆
語
り
部
養
成
講
座 

閉
講
式 

七
月
二
十
二
日
（
土
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

◆
第
二
十
回
民
話
の
「
語
り
駅
伝
」 

 

九
月
十
日
（
日
） 

 
 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

第
二
十
二
回
「
民
話
ま
つ
り
」 

十
月
十
五
日
（
日
） 

夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 

◆

山

形

大

学

フ

ィ

ー

ル

ド

プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト 

「
民
話
語
り
部
体
験
講
座
」 

 

十
月
七
日
（
土
）
～ 

十
一
月
二
十
五
日
（
土
） 

 
◆
昔
の
あ
そ
び 

七
月
、
九
月
、
十
一
月
、
一
月 

第
四
土
曜
日
開
催 

                    

     
 

現

在

、
好

評

開

催

中

の

夕
鶴
の
ひ
な
飾
り
展
。
四
月

五

日

に
二

百

人

目
の
ご
来

館
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

二
月
一
日
の
開
催
か
ら
老

若
男
女
多
く
の
お
客
様
に
ご

来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
ひ

な
飾
り
展
は
五
月
七
日
（
日
）

ま
で
開
催
で
す
。
是
非
ご
来

館
く
だ
さ
い
。 

                    

 

こ
の
度
三
月
三
十
一
日
を

も
ち
ま
し
て
夕
鶴
の
里
館
長

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。 

 

平

成

二

十

四

年

か
ら
十

一

年

間

に
亘

り
皆

々
様

の

温
か
い
ご
指
導
と
ご
協
力
を

賜
り
地
域
の
歴
史
と
伝

統

文
化
で
あ
る
民
話
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
と
い
う
重
責
に

微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
あ

げ
ま
す
。 

 

平
成
五
年
四
月
二
十
五

日
に
全
館
オ
ー
プ
ン
以
来
二

十

九

年

の
時

を
経

て
四

十

万
人

を
超
え
る
入
館
者

を

数
え
全
国
の
皆
様
に
愛
さ
れ

親
し
ま
れ
て
き
た
夕
鶴
の
里

の
更
な
る
発
展
と
ご
繁
栄
を

衷

心

よ
り
ご
祈

念

申

あ
げ

退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。 

髙
橋
大
吉 

       

第 22 回「語り部養成講座」 

受講の様子  

ご来館お待ちしています！ 


